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日工販理事

高 田 研 至
（㈱井高　取締役社長）

ターニングポイントの年

　2009年我々の業界を振り返ると、最悪の年であったかもしれません。サブプライム

ローン問題に端を発した多くの景気を押し下げる要因が混在し、日本の基幹産業であ

る自動車生産が、年初には50%以上の生産ダウンとなり、自動車メーカーは大きな転

換期を迎えることになりました。

　夏頃より、ECOカー減税の恩恵もあり70%台に回復してまいりましたが、自動車

メーカーが持っている生産能力には遠く及ばず、トヨタにおいても1000万台の生産能

力に対して、まだまだ200万台以上の設備余剰とされ遊休機活用が取り沙汰されてお

ります。

　日本工作機械工業会は、2008年比受注70%近いダウンと他の業界ではあり得ない崖

から一直線に落ちる急下落となり、27年間続いた工作機械生産高世界一を明け渡し、

中国、ドイツに次ぐ第3位となってしまい、今後首位に返り咲くのも難しいかもしれま

せん。

　さて、暗い話ばかり書いていましたが、「本当に最悪の年であったのだろうか ?」と最

近は、考えを改めてきております。
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　工作機械業界は、2002年後半より回復期に入り高水準が続き2007年には過去最高

の1兆5900億円を記録致しました。これは、2002年より各自動車メーカーの生産能力

増強が行われてきた事が一番の要因であります。この結果、各商社共に内部留保も厚く

なり、ある程度の体力強化もされてきましたが、営業マン本来のPR活動中心から物件

を処理する事が仕事となり、レベル低下や会社としての気の緩みが懸念される時の急

下落です。これは、「世の中変わってきていますよ。世界の地図も変わり、産業革命以降

の化石燃料の時代から新エネルギーへと変わっていく中、業界として変わる必要があ

りますよ。」との警笛を鳴らしてくれたと感じております。

　自動車・航空機、全ての業界で、新しい技術が急ピッチで開発されています。今後の

増産設備に期待が持てない中、新しい技術、加工方法が生まれなくては設備投資の必要

性はありません。この様な状況の中、営業マンにも危機感が生まれつつあります。

　最近、営業の報告書を見るのが楽しみです。商社として、既存のメーカーに対して責

任を持って営業することは勿論ですが、新しい技術に対応する為に新技術、新メーカー

等開拓し積極的にPRしている報告が増えてきました。簡単に買って頂ける訳でもあり

まんせが、ここ数年間の待ちの営業から攻めの営業へと変わりつつあります。また、新

しいチャレンジをする事により、日本には、これほど素晴らしメーカー、技術がまだま

だ沢山潜在している事も知りました。

　2009年は最悪の年ではなく見直しのチャンスを与えてくれた年であり、2010年が、

ターニングポイントとなる変革の年であると自覚して、業界全体で変わっていきたい

ものであります。
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No.118

新製品　5軸制御立形マシニングセンタ
MX-520の紹介

　2010年4月、弊社は新型5軸制御立形マシニ

ングセンタ　MX-520を発表、販売開始する。

　近年、工作機械メーカーは次々5軸加工機を発

表しているが、導入に対して、慎重になっている

お客様が多いのが現状である。このMX-520は、

新規ならびに、既存立形3、4軸機をご使用のお

客様に対し、5 軸加工入門機としての位置付け

で開発され、機械自体の使いやすさ、新規設備に

対してのコストパフォーマンスを徹底的に追求

した。

　本稿では、新機種開発に望む上での、コンセプ

ト、新技術を中心にまとめる。

㈱松浦機械製作所
営業本部 営業企画 チーフ

横　田　喜　数

はじめて5軸機を導入するお客様に

新規開発機　MX-520外観

はじめに

　現状、新規・既存ユーザー共に、5軸機の新規

設備導入を簡単に検討できる状況では無い。やは

り、5 軸機特有の機械導入時の不安があるから

だ。その不安点を列挙すると、以下のようになる。

　◦ ヒューマンエラーによる機械衝突、破損

　◦ 操作が複雑で難しい

　◦ 新規導入時のイニシャルコスト

　◦ 設置フロアスペース
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話題の技術

　MX-520は5軸加工機に対しての不安を小さ

くし、お客様が実際に本機を使用する視点で物

事を考え、「はじめてでも安心・簡単に使用でき

る5軸マシニングセンタ」をメインコンセプト

　なぜヒューマンエラーが発生するのか ？ それ

は、無理な姿勢での作業を強いられるからである。

　MX-520は、段取り作業時の作業姿勢に注目

し、オペレータが無理な姿勢をとる事なく、作

業しやすい機械である事を目指した。具体的な

ワーク取付け位置の数値を下記２点挙げる。

　◦ ガード端～ワーク中心距離：385mm

　◦ 床～ワーク設置面距離：850mm

　実機にて作業をしてみると、数字で現れる以

上に、ワークに近づく事ができ、段取り作業が容

易になった事が確認できる。

ポイント①　良好なワーク接近性

とした。

　よって本機は、ものづくりの現場において、

3軸機、4軸機から5軸機への入れ替えによる、

生産体制の革新をもたらす事が期待される。

段取り作業時の姿勢

　現場で工作機械を使用中、自分が思っている

動きとは違う動きをしてしまい、刃物とワーク、

あるいは、主軸と機械本体をぶつけたという経

験を持つ方は、けっこう多いのではないか。まし

てや、複数軸にて構成される5軸加工機では、そ

の複雑さ故、機械を衝突させてしまう確率は格

段に上がる。

　マツウラでは、衝突防止ソフトウェア、IPS 

(Intelligent Protection System)を新規開発した。

　本システムでは、MX-520、実機の先行位置情

報を用い、PC内での3Dシミュレーションにおい

て、機械本体、刃物、ワーク、ジグ間で干渉が無い

かをチェックする。シミュレーション上で干渉が

発見されると、機械は自動的に軸移動を停止させ

るため、衝突事故を未然に防ぐ事ができる。

ポイント②　新規開発ソフトウェアによる作業者支援

IPS画面

　実際の現場において、機械衝突事故の大半を

占める、ワーク段取りや、試削り時の手動操作に

よる人為的ミスが原因の事故が回避でき、お客

様に安心して機械を使用して頂ける。
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話題の技術

　MX-520基本仕様を、表①にまとめる。

基本ワンスペックとし、マツウラ社内での

生産体制含めた徹底的なコストダウンを

行い、コストパフォーマンスの高い価格と

なった。詳細に関しては、マツウラ営業本

部にお問合せ願います。

ポイント③　コストパフォーマンス

　新機設備導入にあたり、機械設置面積に対す

る、加工可能ワークサイズは、重要な項目の１つ

である。MX-520は従来立形3軸機か

らの代替え、増設も視野に入れ、弊社

のX軸ストローク、800mmクラスの

機械、V.Plus-800からの置き換えを想

定したサイズに納めた。

　設置面積と加工可能ワークサイズ

との比較、表②を参照頂きたい。立形

3軸機＋付加軸（4&5軸）の組合せは、

設置面積に対しワークサイズは非常に

小さい物になる。これに対し、5軸専用

機として開発した MX-520 は設置面

積8.5m2(2.3m×3.7m)に、最大加工

ワーク寸法、D520×H350mmと、省

ポイント④　省フロアスペースで大きな加工ワークサイズ

スペースに、大きなワークを取り付けられ、従来

3軸機からの優位性が分かる。

　2010年、弊社は創業75周年を迎え、MX-520

は 75 周年記念モデルの第一弾であり、今後ぞ

くぞくと新機種をリリース予定である。なお、

MX-520 は、今秋 9 月アメリカ、シカゴで開催

される IMTS 2010、10月下旬、東京で開催され

る、JIMTOF 2010に出展する。

おわりに

　マツウラは次の創業100周年に向け、我社の

根流である「人のやらない事をやる」に挑戦して

行き、ハード、ソフトともに、新技術の開発、改

良を継続し、お客様の満足して頂ける商品を提

案して行く所存です。

表①　MX-520	仕様

表②　設置面積対加工ワークサイズサイズ

項　目 仕　様
軸移動量 （X／Y／Z） 630／560／510mm
 （A） ＋125～－10deg
 （C） 360deg
早送り／切削送り速度（X／Y／Z） 30m／min
早送り速度（A／C） 10min-1／25min-1

テーブルサイズ（選択可） D300／D500mm
工作物許容重量 150kg
最大工作物寸法 D520×H350mm
工具収容本数 40本
NC G-Tech 31i

組合せ

フロア
スペース

3軸立形MC＋付加軸

＋

5軸立形MC

MX-520

ワーク
サイズ

Ｗ：2,600㎜
Ｌ：3,800㎜

Ｄ：320㎜
Ｈ：250㎜

Ｗ：2,260㎜
Ｌ：3,760㎜

Ｄ：520㎜
Ｈ：350㎜

10㎡ 8.5㎡

Ｘストローク：800㎜クラス
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『 歎 異 抄 』
梅原 猛 著

伊吹産業㈱
営業1部次長

島　田　季　明

　この書が書かれたのは西暦 1300 年頃、それから600 年もの間一般の門徒の目にも触れず、蓮如

から門外不出として永く蔵の中に眠り、明治の終わりになって初めて注目された。これだけでも奇跡

の書と言える。仏教自体もそうだが、浄土真宗という宗教自体も初期と発展期では中身を大きく変

化させる。室町時代中期から戦国時代に守護大名を追い出し宗教国を築き、織田信長を最後まで

一番苦しめる敵になったこの宗派のエネルギーを知って、この書を読めば不思議な気持ちになるだ

ろう。しかし、親鸞のままでの浄土真宗であれば、多分後々宗教として生き残れなかっただろう。

　この書に登場する親鸞がとてもイイ。無口でとっつきにくい老人だが、阿弥陀さまの話になると子

供のように純粋になる。突然相手が腰を抜かさんばかりの質問や回答をする。そして彼の信心の理

由がイイ。「尊敬する法然上人が言うから正しい。たとえ、それがまちがっていて地獄に落ちても後

悔しない。」　実に親鸞の人柄が表れている。その他、著者唯円とのやりとりが又おもしろい。「念仏

をしていても、少しも楽しく思えない。」という唯円の問いに答える親鸞の答え。親鸞が唯円に「人を

千人殺せば、成仏まちがいなし。」と迫るやりとりなど。親鸞も純粋なら唯円も実に純粋で、読んで

いて宗教心など無くても心地良い。唯円自身も親鸞と共に過したが最高の時間だったのだろう。しか

し、この書を書く頃には教団の膨張とともに色々な弊害・邪教が出てきたのであろう。唯円の嘆きが

聞こえてくる。

　今では坊主が肉食妻帯していても不思議ではないが、当時、肉食妻帯し、厳しい修行を自力と否定

し、悪人こそ救われると言ってのけた親鸞。もしこの人物をもっと知りたい、と思うなら是非この書を

読んでほしい。「歎異抄」は多くの人が書いているし、多くの出版社から出版されている。最近では五

木寛之氏も出しているし、新刊で「親鸞」も出ている。とりわけ梅原氏の著書を選んだのは、原文・現

代語訳・注釈が丁寧に書かれて、何度読み返しても新たな疑問が出ておもしろいからだ。
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㈱C&Gシステムズ　
東日本営業部　北関東第２支店
営業グループ

柏　口　篤　志

　長期の休みを取りオーストラリアへ旅に出たことがあります。オーストラリアと言えば、「世界遺産」という

イメージがあった私はエアーズロックに登ろうという旅のスケジュールを立て、一人旅に出ました。エアーズ

ロックとは、オーストラリア大陸にある世界で二番目に大きい一枚岩でウルル・カタジュダ国立公園内に存在

します。一年に十数人もの人が登山中に滑落して亡くなっているという危険な山でもあり、天候や風向き、

風量によっては原住民（アボリジニー）の儀式上、登山することができないこともあります。それでも何とか

登山したかった私は現地のツアーに申し込みをし、期待と不安を胸に抱きながら当日を待ちわびておりまし

た。登山できる確立は20%ほどということでしたが、ツアー当日は天候もよく、風も強くなかったため、現地

で登山することが許可されていました。これは人生の中でもなかなかないチャンスだと思い、危険を顧みず

登山することに決めました。しかし、登山は予想以上に困難なもので、ひたすら傾斜面を前屈み状態で歩い

ていかなければなりません。命綱はないため、後ろを振り返ると、ここで落ちて死んでしまうのではないかと

いう恐怖感もありました。旅中に知り合ったアルゼンチン出身の友達、韓国出身の友達と片言の英語で互い

に励ましあいながら1時間半ほどかけて無事頂上に登ることができました。頂上に到達したときは言葉で言

い表せないほど嬉しくて、登山した各国の仲間と嬉しさを分かち合いました。また、頂上からの眺めは言葉に

表せないほどのすばらしい大自然美で、水平線のパノラマビューが私の目に飛び込んできました。この一人

旅で日々の疲れやストレスを一気に払拭してくれるほどのパワーを貰いました。

　今、日本の景気は大きく低迷し、製造業は長い不況に直面しています。人間ですから後ろ向きの気分にな

ることもありますが、私は「景気」を盛り上げる術は個々が持つ「気」だと思っています。心のマインドを前向

きな方向に向かせることで、日々の出来事が良き方向へと進んでいくと思っています。あの日、エアーズロッ

ク頂上から見た景観は、私の心を豊かにしてくれました。オーストラリアから日本に戻り、普段の生活に戻っ

てからも、この「気」の力は仕事への取り組みや姿勢にも大きく影響したのです。当時、営業職駆け出しだっ

た私は、仕事の歯車が合わず悩んでおりました。しかし、気持ちを前向きに切替えることで噛み合わなかっ

た歯車が徐々に噛み合うようになってきたのです。今も落ち込みそうになったときには、群馬県の赤城山に

行ったり、栃木県の足利の山から渡良瀬川を眺めたりして自然と触れ合うようにしています。これからも「気」

や心のメンテナンスを継続しながら、仕事や日々の生活を心豊かに過ごしていきたいと思っています。「病

も気から」と言いますが、製造業の病も企業、組織、個人がそれぞれ前向きな気持ちを持つことで、いつもの

「ものづくり大国日本」が戻ってくると信じています。

　次号は米沢工機株式会社、春名営業本部長へお願いしました。宜しくお願いいたします。

製造業の病は「気」から
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興銀リース㈱
機械営業部次長

宮　田　誠　一

　春が訪れ、また今年も希望と不安を胸に新人達が入社する頃になりました。このシーズンは社内や街

の至る所で見かける新人の姿に、当時の自分を重ね合わせ、微笑ましく思います。

　私が入社した '89年は、バブル経済真っ盛りで株価が3万8915円まで上がり、消費税3%導入もなん

のその、どの企業も絶好調でした。企業は設備投資を積極的に行い、私が配属された機械営業部は、'88

年に契約額が過去最高を記録し、'89年はさらに勢いが加速し、会社も世の中も日本も限りなく拡大が続

くものと思われる時代でした。新人の私は、契約や案件で飛び回る先輩達と同行し、検収確認で初めて見

る工作機械に興味を覚え、身近な製品に使用される部品が、目の前にいる社長の工場で製造しているこ

とに驚き、またお会いする社長それぞれの誇りと自信に満ちた話し振りに感銘を受けたものでした。そ

の後、いつまでも続くと思われた景気が急降下しバブルが崩壊。倒産ラッシュの時代を経て、機械リース

営業も落ち着きを取り戻したものの、長く暗いトンネルへ。そしてようやく活気を取り戻したいざなみ

景気から今回のリーマンショック以後の苦闘、そして現在。

　勤続21年の内、工作機械業界を通算14年経験させて頂いた中で、景気の波を実体験し理解するもの

の、押し寄せる後退局面の波にいかに対処するか?常に考えさせられます。

　このような時、これまで営業でお会いしたお客様や商社・メーカーの皆様からの様々な言葉を思い出

し、新たな一歩を踏み出すのです。思い出すのは、好不況の時代をたくましく生き抜く会社、特に社長兼

技術者かつ営業マンであるパワフルな社長です。出会った時は、この上ない喜びと刺激を受け、営業に力

が入るものです。

　様々な社長の顔を思い出しますが、やはり若い頃、熱血指導を受けたケースは鮮明です。仕事内容や導

入設備のことなど伺っているうちに、質問の仕方が悪い !勉強不足だ !表情も悪い !など一括された後、話

は金属加工技術やNC機械のテーマへ。工場を案内され、機械や加工品について丁寧に教えて頂くこと

等しばしば。また時には創業当時の苦労話や仕事に対する熱い思いや夢、業界や経済の話など教えて頂

くことも多々ありました。手続きミスで4~5時間延々と説教され、帰る間際に温かい励ましの言葉で思

わず熱いものがこみ上げてきたことも思い出されます。

　現在も景気低迷中ですが、幾多の不況の波をくぐり抜け日本を支えてきた製造業・ものづくりに携わ

る社長が、活力を取り戻し復活する事を願います。リース会社として日頃お世話になっているお客様は

じめ商社やメーカーの皆様のニーズに対し高い感度を持ってお応えし、社会に貢献できるよう、日々精

進したいと思います。
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　日本小型工作機械工業会は小型工作機械製造に関する諸問題を研究調査し、製造技術の向上を

計り、業界の進歩発展に資することを目的に1957年（昭和32年）に精密加工用工作機械メーカー

8社により、日本小型工作機械協会設立の声明書を発表し、時計、光学機器・計測器および通信機器

などの精密部品を生産する高精度にして小型の工作機械メーカーグループとして設立しました。

　設立時に出された声明書は50数年を経た今日でも新鮮さを持ち続けております。

声　明　書

　我々は、現在日本の重要産業であるところの時計、光学機械、計測機器等の発展に
伴い、益々国外にその真価を問う重大なる段階に当たり、之が精密加工用工作機を生
産するものとして深く重責を痛感し、茲に日本小型工作機械協会を設立しました。
　今後は会員和親協力し技術水準の向上をはじめとする初期の目的完遂に邁進し、其
の要望に応え我が国精密機械工業の発展に寄与せんことを誓い、茲に之を声明する。

1957年12月10日　日本小型工作機械協会

日本小型工作機械工業会について

　諸事業を推進するために下図のような組織を編成しています。

表2（表紙の裏ページ）に日本小型工作機械工業会主催の『ものづくりコンテスト』

55歳以上の役員もしくは役員経験者で構成され、
会員相互の親睦を通じて業界の発展に寄与する事
を目的としている。

2代目経営者や次期後継者が集い、会社運営など
について率直な意見交流・情報交換の中で今後の
経営に関する勉強を行っている。

総　
　

会

監　
　

事
事 務 局

理 事 会 委 員 会

経営委員会 委員長
（ナガセインテグレックス 社長）
長　瀬　幸　泰
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（平和テクニカ 社長）
小　池　達　夫
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（エグロ 取締役）
柳　沢　康　夫
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（ナガセインテグレックス 社長）
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（アルプスツール 社長）
綱　島　武　寛

　 同
（日進製作所 社長）
錦　織　　　隆

　 同
（高松機械工業 社長）
高　松　喜与志

専務理事 高　橋　洋　二

グ ロ ー バ ル
マーケティング 委員会 委員長

（高松機械工業 常務）
中　西　与　平

元気の出る委員会 委員長
（ナガセインテグレックス 社長）
長　瀬　幸　泰

経 友 会

二 意 会
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　1972年（昭和47年）に名称を「日本小型工作機械工業会」と改称、そして2002年（平成14年）

には賛助会員制を採用し、現在は正会員37社、賛助会員30社で構成しています。

　当工業会は、目的を達成するために次のような事業活動を行っており、新技術開発、国際化への対

応などの諸問題に国や関連団体と連携して取り組んでいます。

　　○会員相互の親睦および技術協力

　　○関係官庁および国内外諸団体との連携

　　○学会および大学研究室との連携・研究成果の導入

　　○研究試作の連絡協力および新技術の開発

　　○市場調査および生産・受注機種の統計調査

　　○その他本会の目的に必要な事業

をご案内していますが、この機会に同工業会についてご紹介いたします。

日本小型工作機械工業会 専務理事　高　橋　洋　二

55歳以上の役員もしくは役員経験者で構成され、
会員相互の親睦を通じて業界の発展に寄与する事
を目的としている。

2代目経営者や次期後継者が集い、会社運営など
について率直な意見交流・情報交換の中で今後の
経営に関する勉強を行っている。
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代表幹事
（北井産業 会長）
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代表幹事
（北村製作所 社長）
稲　葉　弘　幸
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（ナガセインテグレックス 社長）
長　瀬　幸　泰
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（アルプスツール 社長）
綱　島　武　寛

　 同
（日進製作所 社長）
錦　織　　　隆

　 同
（高松機械工業 社長）
高　松　喜与志

専務理事 高　橋　洋　二

グ ロ ー バ ル
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第84回　政策委員会

日　時：3月10日（水）　13：00～14：15

場　所：大阪産業創造館「6階D会議室」

出席者：柴田委員長、委員7名、事務局1名

委員長挨拶：

　昨日の日工会速報によれば2月受注は647億

円ということですが、外需依存で内需はかろうじ

て200億円を超えたということであまり良くなっ

たという実感がありません。前年同月比300%な

どと新聞に大きく報じられれば客先の経営者の心

理に対し乗り遅れないようにと働いてくれればと

思いますが、本日の新聞報道では残念ながら今

回は小さな活字で3.2倍と出ていただけでした。

それでは本日の議題を審議したいと思いますの

で宜しくお願い致します。

議　題：

1）平成21年度決算見込み報告

 一般会計は、全般的に経費削減努力により予

算を残し予想されたマイナスを縮小出来る見

通しとなり教育事業特別会計もテキストの内製

化が貢献しマイナスを縮小できる見通しで今

年度収支差額は予算におけるマイナスを少し

改善できる見込みとなった。

2）「役員選挙に関する申し合わせ」について

 今回の会費に係る臨時総会では議決権は会社

代表者でない限り認めないことにしたが、役員

選挙では、「役員選挙に関する申し合わせ」の「日

工販代表者」の解釈として日工販窓口を認める

ことにしてきており、今後のために「日工販代表

者」規定を理事会にて明確にすることにした。

3） 平成22年度事業計画案・予算案策定方針に

ついて

 事業方針は従来通り。主な事業活動として追加

される活動は、日本小型工作機械工業会との

交流の推進、日工販創立40周年記念「日工販

ニュース特別号」の発行、IMTS2010における

工作機械関連団体との国際会議参加及び国際

交流、JIMTOF2010開催中の国際レセプショ

ン開催とする。

4）日工販創立40周年記念式典について

 経済産業省局長表彰基準の1項の規定に従い

2 名が新たに該当することが判明し、7 月8日

の理事会で承認された4名の該当者に加えて

更に2 名を政策委員会より推薦し理事会の承

認を得ることになった。

第226回　定例理事会

日　時：3月10日（水）　14：30～16：40

場　所：大阪産業創造館「6階D会議室」

出席者：柴田会長、副会長3名、理事15名、

　　　　監事1名、事務局1名

会長挨拶：

　昨日日本工作機械工業会が2月の速報を発表し

受注総額647億円ということですが、外需に完全

に助けられたという数字で内需はやっと200億円

を超えた数字です。今年の賀詞交歓会の挨拶でも
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議事録

お話ししましたように今迄での前年同月比70%減

とか85%減等が、もしかすると今年からは前年同

月比300%増位になりこれがプラスの心理効果に

なって伸びていけば良いと言ったのですが、本日

の朝刊では残念ながら小さな活字で3.2倍と出て

いただけでした。もう少し記事としては数字も含め

て大きく出していただければ、経営者としては心

理的な面でいよいよ他も動いているなと思う事で

設備投資を考えると言った相乗効果が出てくると

思った次第です。自動車もそろそろ回復してくる

かなと思っていたところでトヨタ自動車㈱の問題

が起きました。私は再三言って来たのですが、アメ

リカでのビジネスでは様々なリスクを考える必要

があります。よくプラント取引で中東等の国相手

ですと審査部門はリスクについて非常に厳しいの

ですが、アメリカ相手ですとあまり厳しくありませ

ん。今回もすんなり終わるとは思えないですし、ま

たUAW（全米自動車労働組合）もGMとの合弁

工場NUMMIの閉鎖見直し要求をしております。

トヨタ自動車㈱としても本当に大変で名古屋地区

もやっとこれから良くなりつつあると思われる時期

で悪い方向に行かなければ良いと思っております。

厳しい状況もやっとトンネルの出口が見えつつあり

ますが、まだまだ抜け切らないのかと思っておりま

す。それでは本日は議題が沢山ありますのでご審

議よろしくお願いいたします。

議　題：

［付議事項］

1）平成21年度決算見込み報告

一般会計：

 収入では年会費を半分にしたことにより前年度

比半減となり、支出では経費節減努力により予

算を残した。その結果予想されたマイナスを軽

減出来る見通しとなった。

教育事業特別会計：

 受講者数は、ほぼ目標とした人数であったが、

SE講座において受講料が約半分位になる営業

経験者向けの特別認定コース受講者が例年に

比べ多く結果として予算に対し収入減となった

が、特に通信講座テキストの内製化が進み他の

経費削減努力もあって収支差額は予算に比べ

マイナスを軽減出来る見通しとなった。この結

果、21年度決算は予算に対してマイナス幅が

改善される見込み。

2） 平成22年度事業計画案・予算案策定方針に

ついて

事業方針：

　内容は従来通り。

主な事業内容：

 来年度追加されるものでは、日本工作機械工

業会との交流に加え日本小型工作機械工業会

との交流の推進（政策委員会、地区委員会）、

日工販創立 40 周年記念日工販ニュース特別

号」の発行（調査広報委員会）、IMTS2010に

おける工作機械関連団体との国際会議参加及

び国際交流（国際委員会）、JIMTOF2010開

催中の国際レセプション開催（国際委員会）。

以上の計画を22 年度予算に盛り込むことに

する。

3）日工販創立40周年記念行事について

　経済産業省製造産業局長表彰対象者6名の確

認と承認。式典招待者の決定。スケジュール・

費用等についての討議そして確認。

4）日工販代表者について：

　討議の結果、日工販代表者は会員としての権

利を行使出来る者で会員から予め届け出のあ

る者とした。但し日工販役員に就任した者は自

動的に日工販代表者となると定め、改めて全正

会員宛て日工販代表者と連絡窓口の確認を事

務局にて実施することになった。
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［報告事項］

1）流通動態調査平成22年1月結果、日工会短観

　流通動態調査平成 22 年 1 月結果報告と日工

会の短期受注観測調査21年1～22年2月ま

での報告。日工会短観では、2月の会社全体の

業況及び工作機械事業の業況は少しであるが

良くなってきている。プラスは外需のみで特に

アジア向け受注水準の伸びが目覚ましい。

2）委員会報告

①西部地区報告（新春時局講演会）

　1月20日大阪産業創造館にて恒例の新春時局

講演会を開催。参加者66名。講師はここ10年

ほど継続してお願いしている松下滋先生。演題

は「本業本位、独立自尊で頑張る時――日本経

済・社会の底流を読む」。非常に元気の出る講

演であった。

②調査広報委員会報告

　2 月 18 日機械工具会館にて開催。日工販

ニュースの広告掲載については来年度もこれ

まで通り見込めるかという大きな課題があり討

議の結果来年度予算についても従来通りの予

算とすることにした。メーカーインタビュー先

の決定。日工販ニュース表紙デザインの決定。

来年度以降の会員名簿作成については内製化

で取り進め毎年発行予定。

③中部地区報告（製品研修会）

　2月19日名古屋市工業研究所において、レー

ザ加工の最新技術と動向について研修会を実

施。87名の参加。メーカー5社。前回の鍛圧機

械に引き続き普段あまり触れることがない機械

ということで勉強が出来たと好評であった。

④東部地区報告（研修会）

 2月24日、演題「「電気自動車の量産技術」─

自動車におけるモノづくり技術の革新─」で

三菱自動車工業㈱のご協力を得て機械工具会

館にて講演会を開催、見学は三菱自動車工業

㈱本社ショールームにて実施。参加者91名の

参加。大変好評で実車への試乗もあり盛況で

あった。

⑤教育委員会報告

 2月25日機械工具会館にて委員会を開催。本

年度基礎講座、SE講座、更新研修、永世SE手

続きの結果報告。ほぼ予定通りの受講者数と

なった。22度予算のため目標受講生数につい

て討議。特に基礎講座については新入社員が

少なく22年度は21年度の半分と予想。SE講

座と更新研修は今年度並みの受講生数とした。

更新研修は前年度までは座学と通信教育とい

う形で行なっており座学は受けたが通信教育

のレポートを提出せず未了となっている受講生

は更新研修2日目の特別講座を受講すれば更

新研修終了とすることにした。この受講生を30

名見込む。

次回理事会：

5月12日（水）　12：30～15：00

名古屋安保ホール

第98回　教育委員会

日　時：2月25日（木）　12：30～15：00

場　所：機械工具会館　5階会議室

出席者：後藤委員長、委員9名、事務局3名

後藤委員長挨拶：

　本日は来年度4月以降の教育委員会の行事の

骨子を決める大切な委員会ですので、皆様忌憚

の無いご意見を出していただきたいと思います。
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市場が厳しい状況ですから、受講生の数を読む

ことが非常に難しい状態ですが、本日はフルメン

バーお集まり頂いているのでなるべく精度の高

い読みをして教育委員会の次年度の計画を立て

たいと思いますのでよろしくお願いします。

議　題：

1）21年度SE講座、更新研修受講生アンケート

集計結果報告 

本年度受講実績：

 基礎講座96名、SE講座109名、更新研修52

名、永世SE手続き43名。

SE講座講師：

 「図面・加工法・切削理論」及び新設「生産性向

上のためのCAD/CAM」講座担当の講師は今

年度からスタート、「最近の工作機械の展開と

活用」及び「研削盤の用途と研削加工の動向」

担当の講師は一昨年から、また「特殊加工 放

電・レーザ・電子ビーム」及び「品質・規格・測

定」担当の講師は一昨年からそれぞれ3会場

を単独で担当。「生産システムと情報技術・ロ

ボット技術」担当講師は担当してから4年。「問

題解決法と提案営業」、「切削機械の動向」、

「塑性加工の動向と最近のプレス機械」そして

「販売実務・法律知識」担当の講師は長年担当

をお願いしている。

SE講座アンケート結果：

 不満部分は概ね3～6%で理由は講義の時間

配分、声が聞きにくい等が大半であるが、不満

の割合が多い講義については、普段あまり接す

る機会が少なく且つ難しい内容も多いこともあ

りその点が影響していると思われる。対策とし

て普段仕事であまり接しない受講生が多い講

座は、来年度から午前中の講義にするよう配慮

する。一方満足度が最も高いのが「販売実務・

法律知識」で年々教材の工夫が見られ受講生

には講座内容を専門とするリース賛助会員か

らの評価も高い。

更新研修アンケート結果：

 今年度より開始した特別講座の満足度につい

ては講演92%、グループ討議78%と評価は高

くこの講座のみ不満0%であった。

SE講座希望テーマ：

 今回のアンケートから単独で講座の新設を必

要とするものはないので、希望のあった電気自

動車・風力・太陽光、組付・搬送等はそれぞれの

講義に関連しているので、講師にアンケート結

果を連絡する際に希望があったテーマをこれか

らの講座に織り交ぜて頂く様お願いする。

更新研修の認定について：

 今年度から2日目の特別講座を設定し必修講

座と共に2日間講座を受ければ更新研修は終

了となるが、前年度までは必修・専門講座に加

えてSE講座・通信講座を選択する必要があっ

た。その旧制度更新研修の講座が修了せずに

いる旧更新研修未了者は2日目の特別講座を

新たに受ければ修了することとし、該当の受講

生には案内等を送付し呼びかけることとする。

2）21年度教育事業収支概要報告

 委員会で予測した受講生数に近い受講生が

あったが特別認定コース受講者が例年に比べ

多く受講料収入は大幅減となった。経費はほぼ

予算通りに推移しているが講座費用について

は特にSE講座の通信講座テキストの製作費は

内製化による大幅なコスト減が支出減に貢献

している。結果的にはマイナスが圧縮される見

通し。

3）22年度教育事業方針

●受講料

 今年度と同額とする。また、更新研修の特別講

座のみの受講は2 万円とし、旧更新研修受講

未了者の受講料も2万円とする。
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No. 時　間 会社名 説明機種 講師名

9：20 開講挨拶

1 9：25～
10：15 三菱電機㈱ 【講演】レーザ加工の概要 産業メカトロニクス事業部

主管技師長　菱井 正夫

2 10：25～
11：25 三菱電機㈱ シリーズ：NX、LV、HV2Ⅱ、VZ 名古屋製作所レーザシステム部

グループマネージャ　金岡 優

3 11：35～
12：35 コマツNTC㈱ 炭酸ガスレーザ加工機 レーザ事業部

営業部主任　片山 正秀

12：35～
13：10 昼　食

4 13：10～
14：10 ミヤチテクノス㈱ ファイバレーザの紹介 東海支店 名古屋営業所

主任　渋谷 親久

5 14：20～
15：20 ㈱アマダ ここまで出来る複合加工

（パンチング・レーザ）
ブランキング販売部 販売企画
内藤 健二

6 15：30～
16：30 ヤマザキマザック㈱ 新製品STX-MKⅢ発表にあたり

新技術を使用した今後の生産性合理化
オプトJ
主任　榛葉 晃

日　時：2月19日（金）

会　場：名古屋市工業研究所 第一会議室

参加者：正会員22社85名、リース賛助会員1社2名、計23社 87名

　高田委員長の挨拶があり、レーザ加工の最新

技術と動向についてレーザ加工機メーカー5 社

の協力を得て下記スケジュールにて開催されまし

た。レーザ加工機のそれぞれの特色を前面に出

中部地区製品研修会

議事録

●通信講座テキスト（講座、改訂）

 テキストのデジタル化と改訂がかなり進んでお

り、外注するテキストは「工作機械概論」と「物

流・マテハン FMS・FA・CIM」の2講座を残す

のみとなった。検討の結果、「工作機械概論」に

ついてはデジタル化の際に工作機械関連、工

具関連そして計測関連を賛助会員のメーカー

に内容の見直しをお願いすることにする。「物

流・マテハン FMS・FA・CIM」については受講

生が少ないが、基本であるため継続してこの講

座は残すこととし、改訂を賛助会員のメーカー

に内容の見直しを依頼することにした。

してご説明をいただき、参加者も熱心に聴講する

ことが出来ました。

　ご説明いただきましたメーカー各位には心より

お礼申し上げます。
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日　時：3月11日（木）　14：00～16：30

会　場：名古屋市工業研究所 第三会議室

参加者：正副会員14社19名　リース賛助会員

　　　　3社3名　計17社　22名

テーマ：「経済危機下における販売の現況と展望」

開会挨拶・司会進行：高田委員長

■正副会員からの報告概要

　各社から相変わらずの厳しい状況で落ち込み

率は殆どが40 ～ 50%、中には更なる落ち込み

の数字も報告。一方関西は比較的好調であり中

部が最も悪い状況にあるとの報告が各社から相

次ぐ。このような状況を少しでも打開すべく、選

択と集中を図って数字の確保に努力している。

2009年後半に入って僅かながら変化が見られる

ことや、中国へ軸足を移さざるを得ない動きが顕

著であると複数社から報告。このような中にあっ

て更に仕入原価の大幅見直し要求の動きや、車

依存の状況からの脱却、そして新規分野へ向け

た取り組みへの推進などの報告。

■リース賛助会員からの報告概要

　リース業界としてもかつてない落ち込みを経験

しており、各社50～60%の落ち込み、特に工作

機械類の案件は現在でも1/4程度といった状況

で、エコカー減税の終了後が更に危惧される。こ

のようなことからリースの短縮や改造費に向けた

ファイナンスなど、色々な対応策を働きかけてい

るとの報告。又、中国向け設備に関して、中国で

はリースの仕組みが無いことから対応策を検討

中である。

※リースに関しての質疑応答が相次ぎましたが、

その中で中国向け設備に対してリースの必要

が生じた場合に発生する問題点を、後日下記の

とおりご連絡頂いたのでここに紹介します。

　『現時点において、中国国内の製造会社が工

作機械を購入する際には、機械代金に対して

17%の増値税が課税される。一方、中国国内

におけるリース契約では増値税ではなく、利

息に対し5% の営業税が課税される。リース

会社は工作機械を購入した時に仕入先（メー

カーまたは商社）へ増値税を支払う必要があ

り、その増値税分を顧客から頂かなければな

りません。顧客がリース会社に支払う増値税

を税金として認められない（仕入税額控除で

きない）ために、17%分割高になると言うデメ

リットが生じている。日本の消費税のように、

付加価値税が1本化されれば解決されるので

はないかと思われる。尚、香港等からの日系

企業向けクロスボーダーローンは従来通り対

応可能。』

■来年度の研修課題・工場見学先の提案、希望、

　意見交換があった。

　最後に山下地区委員より閉会の挨拶があり、中

部は江戸時代から産業の展開が脈々と続いてお

り“中部のものづくり”のこれからは新しい展開が

始まると考えている。2010年はターニングポイ

ントと捉えて各社共に頑張って行きましょう！ と力

強く締めくくられました。

中部地区正副会員・リース賛助会員懇談会
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工作機械・FA流通動態調査１
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2009年 世界の工作機械需給

■ 生産額 （単位：百万ドル）

2009年（速報値） 2008年（確報値） 対前年比伸び率

合計 切削 成形 合計 切削 成形 自国通貨
換算

米ドル
換算

1 中国 15,000.0 10,950.0 4,050.0 13,960.0 10,051.2 3,908.8 $ 7%
2 ドイツ* 10,428.8 7,821.6 2,607.2 15,680.2 12,073.8 3,606.4 －30% －33%
3 日本 7,095.1 5,888.9 1,206.2 15,566.5 13,542.9 2,023.6 －59% －54%
4 イタリア* 5,239.4 2,567.3 2,672.1 7,831.3 3,915.7 3,915.7 －30% －33%
5 韓国 2,665.0 1,705.6 959.4 4,372.0 2,798.1 1,573.9 $ －39%
6 台湾 2,419.4 1,935.5 483.9 4,807.1 3,845.7 961.4 －47% －50%
7 米国 2,324.4 1,696.8 627.6 3,938.5 3,150.8 787.7 $ －41%
8 スイス* 2,118.4 1,715.9 402.5 4,013.4 3,451.5 561.9 －47% －47%
9 ブラジル 1,288.7 u 1,043.8 244.9 1,288.7 1,043.8 244.9 $ 0%
10 スペイン* 1,060.3 699.8 360.5 1,544.8 1,035.0 509.8 －28% －31%
11 オーストリア* 857.3 428.7 428.7 1,227.3 613.7 613.7 －26% －30%
12 フランス* 764.8 558.3 206.5 1,276.0 854.9 421.1 －37% －40%
13 チェコ* 589.5 512.9 76.6 963.6 838.3 125.3 －39% －39%
14 英国 * 499.1 374.3 124.8 760.3 585.4 174.9 －23% －34%
15 カナダ 434.0 c 269.1 164.9 645.9 c 355.2 290.7 －33% －33%
16 ベルギー* 369.9 37.0 332.9 499.0 49.9 449.1 －22% －26%
17 オランダ* 340.7 68.1 272.6 512.1 102.4 409.7 －30% －33%
18 トルコ 327.0 94.8 232.2 442.0 114.9 327.1 $ －26%
19 インド* 268.2 214.6 53.6 403.6 347.1 56.5 －26% －34%
20 ロシア 230.1 135.8 94.3 420.5 248.1 172.4 －30% －45%
21 フィンランド* 180.8 18.1 162.7 300.0 30.0 270.0 －37% －40%
22 スウェーデン 147.4 51.6 95.8 248.8 87.1 161.7 －38% －41%
23 オーストラリア 135.0 109.4 25.7 133.0 113.1 20.0 $ 2%
24 メキシコ 132.5 c 68.9 63.6 164.6 c 83.9 80.7 $ －20%
25 デンマーク* 112.6 45.0 67.6 168.3 67.3 101.0 －30% －33%
26 ポルトガル* 80.7 4.0 76.7 81.9 4.1 77.8 4% －2%
27 ルーマニア 52.0 u 36.9 15.1 54.8 38.9 15.9 0% －5%
28 アルゼンチン 29.3 12.9 16.4 36.7 17.2 19.5 $ －20%

合　計 55,190.3 39,065.6 16,124.8 81,340.9 59,460.1 21,880.8 －32%
●ブロック別シェア 2009年 2008年

*CECIMO（西欧） 23,116.6 42% 35,549.0 44% －35%
アジア・オセアニア 27,447.7 50% 39,109.2 48% －30%

北南米 4,208.9 8% 6,074.4 7% －31%

注： c：断片的資料からの推定。$：USドルでの報告。u：2008年の未改定数値（09年レートでドル換算）。
 原データは切削/成形比率のみを発表しているため、編集部で小数点以下第２位を四捨五入で換算。

■ 国別消費額 （単位：百万ドル）

2009年 2008年 対前年比伸び率
合計 合計 自国通貨換算 米ドル換算

1 中国 19,400.0 19,441.0 $ 0%
2 ドイツ 5,450.8 9,755.5 －41% －44%
3 米国 3,369.5 6,919.7 $ －51%
4 日本 3,319.0 7,792.9 －61% －57%
5 イタリア 2,740.7 5,291.1 －45% －48%
6 韓国 2,586.0 3,796.0 $ －32%
7 ブラジル 2,547.2 u 2,547.2 $ 0%
8 インド 1,156.6 1,954.6 －34% －41%
9 フランス 1,133.3 1,871.5 －36% －39%
10 メキシコ 1,005.7 1,546.3 $ －35%
11 スイス 865.8 1566.8 －45% －45%
12 台湾 846.8 2637.7 －66% －68%
13 カナダ 720.1 1156.1 －38% －38%
14 ロシア 692.0 1264.5 $ －45%
15 オーストリア 622.4 904.4 －28% －31%
16 スペイン 559.5 1160.4 －49% －52%
17 ベルギー 464.4 531.2 －8% －13%
18 トルコ 450.0 798.0 $ －44%
19 英国 397.7 782.5 －40% －49%
20 オランダ 347.6 525.3 －30% －34%
21 ルーマニア 341.7 359.6 0% －5%
22 チェコ 338.1 881.5 －62% －62%
23 スウェーデン 311.5 525.3 －38% －41%
24 オーストラリア 234.0 400.0 －42% －42%
25 フィンランド 153.0 386.3 －58% －60%
26 アルゼンチン 149.6 272.8 $ －45%
27 ポルトガル 140.4 172.7 －14% －19%
28 デンマーク 136.3 343.9 －58% －60%

合　計 50,479.7 75,584.8 ― －33%

注： $：USドルでの報告。　C：推定値。上記統計は再輸出を含む。
 ※消費＝（生産＋輸入）－輸出
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■ 国別輸出額 （単位：百万ドル）

2009年 2008年 対前年比伸び率 生産高比
（2009）合計 合計 自国通貨換算 米ドル換算

1 ドイツ 7,202.8 10,261.8 －26% －30% 69%
2 日本 4,219.0 8,516.8 －55% －50% 59%
3 イタリア 3,316.4 4,691.2 －26% －29% 63%
4 台湾 1,935.5 3,700.6 －45% －48% 80%
5 スイス 1,823.7 3,333.9 －45% －45% 86%
6 中国 1,400.0 2106.0 $ －34% 9%
7 米国 1,214.5 1892.8 $ －36% 52%
8 韓国 1,212.0 1910.0 $ －37% 45%
9 スペイン 799.8 1077.0 －22% －26% 75%
10 オーストリア 681.9 1025.2 －30% －33% 80%
11 ベルギー 627.1 1100.4 －40% －43% 170%
12 英国 569.3 931.0 －28% －39% 114%
13 フランス 556.2 822.3 －29% －32% 73%
14 チェコ 516.0 859.7 －40% －40% 88%
15 トルコ 269.0 350.0 $ －23% 82%
16 カナダ 246.8 379.9 $ －35% 57%
17 オランダ 243.3 425.8 －40% －43% 71%
18 ブラジル 196.2 u 196.2 $ 0% 15%
19 スウェーデン 144.6 242.9 －37% －40% 98%
20 フィンランド 139.1 231.2 －37% －40% 77%
21 オーストラリア 100.0 93.0 $ 8% 74%
22 ロシア 79.6 145.6 $ －45% 35%
23 デンマーク 76.5 155.1 －48% －51% 68%
24 ルーマニア 73.0 u 76.8 0% －5% 140%
25 ポルトガル 59.8 48.3 30% 24% 74%
26 メキシコ 33.1 41.2 $ －20% 25%
27 アルゼンチン 19.5 14.6 $ 34% 67%
28 インド 12.3 22.2 －38% －45% 5%

合　計 27,767.0 44,651.5 ― －37.8% ―

注： $：USドルでの報告。ｃ：推定値。u：2008年の未改定数値（09年レートでドル換算）。
 上記統計は再輸出を含む。

■ 国別輸入額 （単位：百万ドル）

2009年 2008年 対前年比伸び率 消費高比
（2009）合計 合計 自国通貨換算 米ドル換算

1 中国 5,800.0 7,587.0 $ －24% 30%
2 米国 2,259.6 4,874.0 $ －54% 67%
3 ドイツ 2,224.8 4,337.1 －46% －49% 41%
4 ブラジル 1,454.7 u 1,454.7 $ 0% 57%
5 韓国 1,133.0 1,334.0 $ －15% 44%
6 フランス 924.7 1417.9 －31% －35% 82%
7 メキシコ 906.3 c 1422.9 $ －36% 90%
8 インド 900.7 1573.2 －36% －43% 78%
9 イタリア 817.6 2151.0 －60% －62% 30%
10 ベルギー 721.7 1132.6 －33% －36% 155%
11 スイス 571.0 887.3 －35% －36% 66%
12 ロシア 541.5 989.5 －30% －45% 78%
13 カナダ 532.9 890.1 $ －40% 74%
14 英国 467.9 953.2 －42% －51% 118%
15 オーストリア 447.1 702.2 －33% －36% 72%
16 日本 442.8 743.2 －46% －40% 13%
17 トルコ 392.0 706.0 $ －44% 87%
18 台湾 362.9 1531.3 －75% －76% 43%
19 ルーマニア 362.6 u 381.6 0% －5% 106%
20 スウェーデン 308.7 519.5 －37% －41% 99%
21 スペイン 299.1 692.6 －55% －57% 53%
22 チェコ 264.6 777.6 －66% －66% 78%
23 オランダ 250.3 439.0 －40% －43% 72%
24 オーストラリア 199.0 360.0 $ －45% 85%
25 アルゼンチン 139.8 250.7 $ －44% 93%
26 ポルトガル 119.6 139.0 －9% －14% 85%
27 フィンランド 111.2 317.5 －63% －65% 73%
28 デンマーク 100.1 330.7 －68% －70% 73%

合　計 23,056.2 38,895.4 ― －40.7% ―

注： $：USドルでの報告。ｃ：推定値。u：2008年の未改定数値（09年レートでドル換算）。
 上記統計は再輸出を含む。

出所：METALWORKING Insiders' Report/Gardner Publicaitons, Inc.
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統計資料

2006年
921,456

2007年
892,032

2008年
874,722

2006年
1,211,230

2007年
1,303,164

2008年
1,249,891

2006年
135,649

2007年
72,621

2008年
60,226

旋盤 22.9 マシニングセンタ 22.1 専用機 10.4 研削盤 11.2
数値制御
ボール盤
5.2

その他 10.5

数値制御放電加工機 4.4
数値制御フライス盤 0.7

歯切り盤及び歯車仕上げ 2.4
数値制御中ぐり盤 1.2

旋盤 23.8 マシニングセンタ 20.5 専用機 9.9 研削盤 10.8
数値制御
ボール盤
6.4

その他 9.8

数値制御放電加工機 3.6
数値制御フライス盤 0.7

歯切り盤及び歯車仕上げ 2.4
数値制御中ぐり盤 1.3

2009年
492,063

旋盤 20.8 マシニングセンタ 31.9 専用機 13.6 研削盤 12.3

数値制御ボール盤 1.9

その他 11.0

数値制御放電加工機 2.6
数値制御フライス盤 0.4

歯切り盤及び歯車仕上げ 2.4

旋盤 24.6 マシニングセンタ 21.4 専用機 10.3 研削盤 11.0
数値制御
ボール盤
5.5

その他 11.3

数値制御放電加工機 3.0
数値制御フライス盤 0.5

歯切り盤及び歯車仕上げ 2.4
数値制御中ぐり盤 1.5

数値制御中ぐり盤 3.0

2009年
321,399

インド
4.5

アメリカ 16.3
（52,323）

メキシコ 1.7
ブラジル 2.2 イタリア 1.3

フランス 1.4 マレーシア 1.9
インドネシア 2.4

ドイツ 3.0ベルギー 3.4

韓国 9.9
（31,924）

台湾
3.9

中国 28.0
（90,046）

タイ
5.9 その他 10.4

その他 13.5

その他 15.7

その他 11.0

香港 1.8

香港 1.6

ベトナム 1.9

インド
4.3

アメリカ 23.6
（206,230）

メキシコ 0.9
ブラジル 2.3 イタリア 2.5

フランス 1.8 マレーシア 1.4
インドネシア 2.1

ドイツ
6.5

ベルギー
5.3

韓国 5.9
（51,539）

台湾
3.6

中国 18.5
（161,818）

タイ
5.1

ベトナム 1.2

インド
4.0

アメリカ 22.3
（198,726）

メキシコ 1.7
ブラジル 1.3 イタリア 2.7

フランス 1.5 マレーシア 1.4
インドネシア 1.6

ベルギー
4.9

韓国 6.7
（59,921）

台湾
3.3

中国 18.8
（167,326）

タイ
4.1

ベトナム 0.9

アメリカ 24.9
（229,396）

メキシコ 0.5
ブラジル 0.7 イタリア 1.8

フランス 1.0 マレーシア 1.0
インドネシア 1.4 香港 1.8

香港 2.0

ドイツ
4.7

ドイツ
7.2

ベルギー 3.5

韓国 11.4
（104,835）

台湾
10.8

中国 17.1
（157,183）

タイ
5.4

ベトナム 1.0
インド 2.1

スイス 8.8
（11,947）

アメリカ 52.1
（70,734）

イギリス 0.6
シンガポール 2.8

その他 1.8
イタリア 0.8

ドイツ 13.0
（17,577）

韓国
2.9

台湾
4.2

中国 6.1
（8,340）

タイ
5.7

スイス 12.4
（9,003）

アメリカ 13.6
（9,891）

イギリス 1.0 チェコ 1.0

シンガ
ポール
3.9

シンガ
ポール
4.5

その他
3.9

その他
4.5

その他
4.4

イタリア 1.1

ドイツ 25.2
（18,282）

韓国
4.2

台湾
7.8

中国 14.6
（10,577）

タイ
11.4

スイス 11.2
（6,768）

アメリカ 9.7
（5,870）

イギリス 1.3 チェコ 1.2
イタリア 3.1

ドイツ 22.1
（13,339）

韓国
5.5

台湾
10.8

中国 15.2
（9,170）

タイ
10.7

2009年
28,717

スイス 10.9
（3,123）

アメリカ 10.4
（2,998）

イタリア 2.9 イギリス 1.5
シンガポール 2.6チェコ 1.3ポーランド 3.1

ドイツ 29.7
（8,538）

韓国
9.4

台湾
7.3

中国 10.7
（3,087）

タイ
5.7

主要国別輸出額構成

主要国別輸入額構成

2009年全体は前年対比36％の状況。
2009年構成比率から見ると、アメリカが減少し、中国・韓国が増となっている。

2009年全体は前年対比48％の状況。
2009年構成比率から見ると、ドイツが増となり、中国・台湾・タイが減少、韓国が増となっている。

（単位：百万円、%）

（単位：百万円、%）

出所：経済産業省「生産動態統計調査」

出所：財務省貿易統計

機種別生産額構成 （単位：百万円、%）
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　小説「周極星」（幸田真音著）の一節にこうある。『「自分の金をつぎ込む先のことは、自分の目で徹底的

に確かめろ」それは、子供のころから父や周囲の大人たちから繰り返し教わった鉄則だ。だから、相手が大企

業の社長であれ何であれ、自分がその会社の株に関心を持ったら、直接経営者にあって確かめたいと思うの

は、織田にとってはごく当然の行為に過ぎなかった』。通常、私たちが商取引をするときは、会社のお金をつ

ぎ込むことから、この鉄則は、損失を出さないという意味において、我々の取引にも通じるものがあります。

　商取引を行うものにとって、その対象が中小企業の場合は特にそうですが、人（この人は特に経営者を指

し、以下「人」という）を見る目を養うことが非常に重要です。ある意味では決算書の分析より重要です。財

務分析については沢山の書物が出版されています。それを読むことによって財務面の分析力をつけること

ができます。しかし人の見方については、これと言った解説書はほとんどありません。調査機関の信用調査

書にも人物評が記載されています。正直なところ、この人物評は多分に調査マンの主観が入り込む余地があ

ります。人の評価、見方は人によってかなり異なります。第一印象がどうかということも大事です。ただ人は

表面だけでは、なかなか本心まで読み取ることは難しいようです。

　M社は秩父市にある寝装品製造会社。社長は、個人から会社を立上げ地道に努力し、業界では中堅まで

に成長しました。仕入先の商社からも社長は「手堅い」との評価を得ていました。売上も順調で、中国との取

引を開始した頃社長の様子に少し変化が見られました。

　M社の社長の行動が派手になっているとの噂を仄聞しました。早速、商社の担当者がM社を訪ね、社長と

面談しました。担当者は会社に戻り、部長に「M社に特段の変化、異常はない」と報告しました。部長もM社

なら急変することはないだろうと軽く考えていました。しばらくしてM社は民事再生法の適用の申請を行い

倒産に至りました。直接の原因は、本業以外の空気清浄器の架空取引に巻き込まれ、回収不能な巨額の債

権を抱えたことによるものです。倒産後に分かったことですが、M社に資金的な余裕ができ、資産もできたこ

とから、社長に見栄と驕りがでてきたようです。そこにブローカーが巧につけいり、異常な取引に誘い込みま

した。中国女性の存在もありました。これは筆者が、商社に在職していたときに起こった事件で、某商社はM

社に対し、数億円の不良債権が発生しました。

　決算書を過信して焦げ付きが多額に及んだ事例は、新銀行東京の場合です。融資先の提出した決算書の

数字をスコア化し、その点数だけで融資を実行しました。融資先の人をしっかり見て、生きた適切な判断がな

されていませんでした。

　不良債権発生防止の基本動作は、取引先＝人の仕振り、考え方、性格をキッチリとらえ、都度／適宜対応

することが求められます。人を見ることは難しいことです。結局は場数を踏むことがある程度解決してくれる

と考えますが、日頃から人を見る目を養うことが必要だと思います。

㈱TEMCO
東京支店副支店長

岸　本　直　也

不良債権発生防止の基本動作（人を見る目）
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S

E 教 育

　平成22年度の日工販SE教育講座の実施要領が2月25日開催の教育委員会で決定致しましたのでお知

らせいたします。

　本年度の基礎講座は18年目、SE講座は20年目を迎え、21年度までの受講者数は基礎講座1,574名、

SE講座2,837名、更新研修938名に達し、多数の日工販SE資格者が業界で活躍中です。

現在の厳しい経済環境の下、「雇用調整助成金」及び「中小企業緊急雇用安定助成金」制度を活用して回復

期に備え社員教育に力を入れる企業が増えており、顧客のニーズを理解し、満足させるに足る知識をもって

対応できる人材の育成・確保が重要な課題となっています。日工販SE教育は、設備機械販売に特化した専

門的な知識を段階的・体系的に習得できる職業訓練の能力開発講座です。

◦ 「基礎講座」は、"ものづくり"に直接触れる体験学習を通して機械の役割や販売の基礎知識を学ぶことを

主とし、グループ実習後の懇親会はネットワークづくりの場として利用されている講座です。

◦ 「SE講座」は、ものづくり現場を熟知した講師陣がセールス活動に役立つ最新情報や動向について講義を

行う集合教育、そして機種別専門知識を職場や自宅で学べる通信教育から構成されており、経験年数によ

り一般認定コースか特別認定コースを選択し、日工販が発行するSE認定証を取得することができます。

平成22年度日工販SE教育各講座開催のお知らせ

◆ SE教育のしくみ（平成22年度）

講座名 基礎講座
SE講座 更新研修

集合教育 通信教育 必修講座 特別講座

講座のねらい 工作機械と販売の
入門教育

中級基本知識の
体系的研修

機種別専門知識を
わかりやすく解説

SE資格者のメンテナンスと
リファイン

対 象（ 経 験 ） 0～2年 3年～ 資格取得後3.5年～

募 集 時 期 4　月 8　月 8　月

実　　　　施 6月24日～26日
（予定）

10月7～9日
（名古屋）

10月14～16日
（東京）

10月21～23日
（大阪）

11月上旬配本
11月12日

  （東京）
11月19日

（名古屋）

11月13日
（東京）

11月20日
（名古屋）

実 施 期 間 全3日間 全3日間
必修 1 科目 ､ 選択 
5 科目以上を 6 ～
12ヵ月で履修

全2日間

開 催 場 所
日本工業大学
工業技術博物館
他

名古屋、東京、大阪
の3会場で各1回

個人宛教材郵送
レポート提出・採点・
結果通知

東京、名古屋の2会場で各1回

備　　　　考 実習見学を含む
初心者向コース 「日工販SE資格」認定コース ※注）（2）参照

注） （1）会場の都合により開催場所及び日程が変更になることがあります。
 （2）「更新研修」は、｢必修講座｣での2単位と「特別講座」の2単位、合計4単位となります。
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◆受講料（消費税込）

講　座　名 会　　員 会 員 外
基礎講座 3日間 6万円 9万円

ＳＥ講座

SE資格認定コース 12.6万円 19万円
集合教育 (3日間 )
通信教育 (必修1科目、選択5科目 )

6.0万円
6.6万円

9万円
10万円

特別認定コース
(営業経験7年以上 ) 

集合1日、通信選択4科目 6.4万円 10万円
集合2日、通信選択3科目 7.3万円 11万円

更新研修 必修講座1日と特別講座1日の2日間
特別講座1日のみ

5万円
2万円

永世資格 認定手数料として 5千円

認定No. 会社名 合格者名

10-17-2399 三井物産マシンテック㈱ 小黒　義和

10-18-2400 ㈱兼松KGK 金田　拓郎

10-18-2401 三菱UFJリース㈱ 大坪　隆一

10-19-2402 伊藤忠メカトロニクス㈱ 松田康太郎

10-19-2403 伊藤忠メカトロニクス㈱ 肥後　一久

10-19-2404 ㈱NaITO 高木　　勉

10-19-2405 ㈱NaITO 牧村　寿幸

今回は3月の合格者13名です。

日工販SE合格者 第172回発表

認定No. 会社名 合格者名

10-19-2406 ユアサ商事㈱ 村田　恵介

10-19-2407 ㈱ジーネット 岩田総一郎

10-19-2408 JA三井リース㈱ 榮　　龍一

10-19-2409 東銀リース㈱ 谷岡　大輔

10-19-2410 首都圏リース㈱ 加村　隆幸

10-19-2411 首都圏リース㈱ 栗原　　翼

◦ 「日工販SE」認定の有効期限は5年となっており、資格取得後3年半を経過すると「更新研修」でスキル

の見直しと資格の延長を行い、その後は申請手続きにより永世SE資格を取得することができます。

　平成22年度の基礎講座の募集は4月、SE講座・更新研修は8月に実施します。先着受付となりますので

募集要項の申込書に記入のうえお早めにお申し込みください。（日工販教育事業局 TEL. 03-3454-7951）
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行事予定

政策委員会・定例理事会  ………………………… 5月12日（水） 安保ホール
調査広報委員会  …………………………………… 5月20日（木） 機械工具会館
第41回通常総会  …………………………………… 6月9日（水） グランドアーク半蔵門
日工販創立40周年記念式典・講演会・祝賀会  … 6月9日（水） グランドアーク半蔵門
SE教育基礎講座  …………………………………… 6月24～26日（木～土） 日本工業大学
政策委員会・定例理事会  ………………………… 7月7日（水） 機械工具会館

展示会
LASER EXPO 2010  ……………………………… 4月21～23日（水～金） パシフィコ横浜
MEX金沢2010（第48回機械工業見本市金沢）  … 5月20～22日（木～土） 石川県産業展示館
EASTEC2010  ……………………………………… 5月25～27日（火～木）

Eastern States Exposition W Spring�eld, MA USA
次世代自動車産業展2010 A-NEXT2010  ……… 6月16～18日（水～金） 東京ビッグサイト
第50回西日本総合機械展  ………………………… 6月24～26日（木～土）

西日本総合展示場新館（北九州市小倉区）
難加工技術展2010  ………………………………… 7月7～9日（水～金） 東京ビッグサイト 
ROBOTECH 次世代ロボット製造技術展  ……… 7月28～30日（水～金） 東京ビッグサイト
第21回マイクロマシン / MEMS展  …………… 7月28～30日（水～金） 東京ビッグサイト
第15回マシンツールフェアOTA2010  ………… 9月8～10日（水～金） 大田区産業プラザ
IMTS (Intenational Manufacturing Technology Show) 
  ……………………………………………………… 9月13～18日（月～土） McCormick Place,Chicago
JIMTOF2010 第25回日本国際工作機械見本市  … 10月28日（木）～11月2日（火） 東京ビッグサイト

当協会では下記により第41回通常総会及び40周年記念式典を同日開催致しますので、
ご案内致します。

　　期　　日／平成22年6月9日（水）
　　会　　場／グランドアーク半蔵門（千代田区隼人町1-1）　TEL：03-3288-0111

　　総　　会／12：30～13：20　4階「富士（西）」
　　記念式典／13：30～14：30　4階「富士（東）」
　　記念講演／15：00～16：10　3階「華」
　　講　　師／藤山 知彦 氏
　　　　　　　三菱商事㈱執行役員コーポレート担当役員補佐（企画担当）
　　　　　　　前国際戦略研究所所長
　　演　　題／「未定」
　　祝 賀 会／16：30～18：00　4階「富士（東）」

第41回通常総会及び40周年記念式典開催のご案内
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会員・業界消息

● 4月号をお届けします。日工販は今年の10月28日に満40歳となります。今月号より長年親しんでき
ました表紙のデザインを変えて気持ちを新たにスタートします。

● 春の代表的なお菓子である桜餅は関東と関西ではちょっと違います。関東では小麦粉を原料とした生
地でこし餡を巻いたクレープ状の餅でこれを「長命寺桜餅」と言います。亨保2年（1717年）向島長命
寺の門番をしていた山本新六という人が桜の名所、隅田川土手の桜の葉の処分に手を焼き、ふと思い
ついて葉を塩漬けにして桜餅を考案し名所長命寺門前で売り始めたのが始まりで「長命寺桜餅」が主
流となっています。一方関西ではもち米を挽いた道明寺粉で皮を作り餡を包んだまんじゅう状の餅で
道明寺粉のつぶつぶした食感が特徴で「道明寺餅」と呼ばれれています。どちらも一口食べると塩漬
けされた大島桜の香りと塩っ気が餡の甘さを包み込んで春を感じます。

● オバマ大統領政策の柱である「医療保険改革法案」が漸く成立しました。国民皆保険が先進国では唯
一実現していない米国でなぜ「医療保険改革法案」が不人気であったのか米国で生活してきた経験か
ら分るような気がします。米国の医療事情として高齢層・身障者・貧困層に対しては公的医療保険制
度がありますが問題は、低所得者層を中心に2割の国民が医療保険未加入となっていることです。そ
して次の点が理解しがたいのですが、医療費をどこまでも負担できる高所得者は命が助かるけれど、
低所得者は助からないという事を米国では認めているという点で高所得者は先端医療に莫大なお金
をつぎ込むことになります。米国では240兆円が医療費に使われ医療技術の進歩と共に医療費がさら
に高額になってきていますが、これに対して日本の医療費は40兆円と言われ日本の6倍の規模の医
療費が使われています。これにより工作機械の一つの対面市場として米国では医療機器産業が拡大を
続けています。処で、ある休日、単身赴任していた上司がマンハッタンのマンションで夜中に我慢が
出来ない腹痛のため救急車を頼んだのですが、まず聞かれたのが医療保険に加入しているかどうか
だったそうで、もし医療保険に加入していなければ先方の対応は違ってくることになります。「医療保
険改革法案」が不人気であったのは以上の背景により、保険未加入の低所得者層が先進医療を受けら
れなくても自らの責任により仕方がないとして国民の多くは改革により保険料または税金の負担増
は認めがたいとしていた訳です。

● 日工会2月受注確報は内需195億円、外需453億円の総額648億円となり依然として外需が支えてい
ますが、内需も200億円超えまであと一歩となりましたが、春はまだ先のようです。

代表者変更  …… 東 部 地 区 正 会 員 伊藤忠マシンテクノス㈱　取締役社長　星野至昭
 リ ー ス 賛 助 会 員  住信・パナソニックフィナンシャルサービス㈱　取締役社長　井上政清
窓 口 変 更  …… メーカー賛助会員 ㈱Ｃ＆Ｇシステムズ　取締役営業本部長　塩田聖一
 メーカー賛助会員 三菱電機㈱　産業メカトロニクス営業部放電加工機課課長　東 靖洋
 リ ー ス 賛 助 会 員  JA三井リース㈱　機械本部メカトロニクス部部長　有間隆則
退　　　会  …… 東 部 地 区 正 会 員 ㈱高橋機械
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［東部地区（34社）］
㈱ 旭 商 工 社
伊 藤 忠 マシンテクノス ㈱
今 井 機 械 工 業 ㈱
大 石 機 械 ㈱
㈱ カ ナ デ ン
㈱カネコ・コーポレーション
㈱ 兼 松 Ｋ Ｇ Ｋ
㈱ 京 　 　 二
㈱ 共 和 工 機
群 馬 工 機 ㈱
㈱ 国 　 　 興
㈱ 三 機 商 会
三 洋 マ シ ン ㈱
サ ン ワ 産 業 ㈱
シ マ モ ト 技 研 ㈱
住 友 商 事 マシネックス ㈱
㈱ セ イ ロ ジ ャ パ ン
誠 和 エンジ ニ アリング ㈱
双 日 マ シ ナ リ ー ㈱
太 平 興 業 ㈱
帝 通 エンヂ ニ ヤリング ㈱
㈱ テ 　 ヅ 　 カ
㈱ Ｔ Ｅ Ｍ Ｃ Ｏ
㈱ ト 　 ミ 　 タ
㈱ Ｎ ａ Ｉ Ｔ Ｏ
㈱ ナ チ 常 盤
日 鋼 商 事 ㈱
藤 田 総 合 機 器 ㈱
丸紅トッキ・インダストリーズ㈱
三 井 物 産 マシンテック㈱
三 菱 商 事 テ ク ノ ス ㈱
㈱ ヤ マ モ リ
ユ ア サ 商 事 ㈱
米 沢 工 機 ㈱

［中部地区（20社）］
石 原 商 事 ㈱
㈱ 井 　 　 高
岡 谷 機 販 ㈱
カ ト ー 機 械 ㈱
釜 　 　 屋 ㈱
岐 阜 機 械 商 事 ㈱
甲 信 商 事 ㈱
三 栄 商 事 ㈱
三 機 商 事 ㈱
サ ン コ ー 商 事 ㈱
三 立 興 産 ㈱
下 野 機 械 ㈱

㈱ 大 　 　 成
㈱ 大 　 　 誠
㈱ 東 　 　 陽
㈱ 日 本 精 機 商 会
浜 松 貿 易 ㈱
㈱ 不 　 　 二
山 下 機 械 ㈱
ワ シ ノ 商 事 ㈱

［西部地区（16社）］
赤 澤 機 械 ㈱
伊 吹 産 業 ㈱
植 田 機 械 ㈱
㈱ お 　 じ 　 ま
関 西 機 械 ㈱
京 華 産 業 ㈱
五 誠 機 械 産 業 ㈱
桜 井 機 械 ㈱
㈱ ジ ー ネ ッ ト
大 幸 産 業 ㈱
㈱ 立 花 エ レ テ ッ ク
西 川 産 業 ㈱
日 本 産 商 ㈱
マ ル カ キ カ イ ㈱
宮 脇 機 械 プ ラ ン ト ㈱
㈱ 山 　 　 善

［製造業（52社）］
㈱ ア マ ダ マ シ ン ツ ー ル
㈱ エ 　 グ 　 ロ
エ ヌ テ ィ ー ツ ー ル ㈱
㈱ M S T コーポレーション
エ ン シ ュ ウ ㈱
オ ー エ ス ジ ー ㈱
オ ー ク マ ㈱
大 阪 機 工 ㈱
㈱ 岡 本 工 作 機 械 製 作 所
㈱ 神 崎 高 級 工 機 製 作 所
㈱ 北 川 鉄 工 所
キ タ ム ラ 機 械 ㈱
キ ャ ム タ ス ㈱
黒 田 精 工 ㈱
コ マ ツ Ｎ Ｔ Ｃ ㈱
㈱ C & G シ ス テ ム ズ
㈱ ジ ェ イ テ ク ト
㈱ シ ギ ヤ 精 機 製 作 所
新 日 本 工 機 ㈱
住 友 電 工 ハ ードメタ ル ㈱
㈱ ソ デ ィ ッ ク

大 昭 和 精 機 ㈱
㈱ 太 陽 工 機
高 松 機 械 工 業 ㈱
㈱ 滝 澤 鉄 工 所
㈱ ツ 　 ガ 　 ミ
津 田 駒 工 業 ㈱
㈱ 東 京 精 密
東 芝 機 械 マ シ ナ リ ー ㈱
東 洋 精 機 工 業 ㈱
㈱ナガセインテグレックス
中 村 留 精 密 工 業 ㈱
㈱ 日 研 工 作 所
浜 井 産 業 ㈱
日 立 ツ ー ル ㈱
フ ァ ナ ッ ク ㈱
富 士 機 械 製 造 ㈱
ブ ラ ザ ー 工 業 ㈱
豊 和 工 業 ㈱
牧 野 フ ラ イ ス 精 機 ㈱
㈱ 牧 野 フ ラ イ ス 製 作 所
㈱ 松 浦 機 械 製 作 所
三 井 精 機 工 業 ㈱
㈱ ミ ツ ト ヨ
三 菱 重 工 業 ㈱
三 菱 電 機 ㈱
三菱マテリアルツールズ㈱
㈱ ミ 　 ヤ 　 ノ
メルダスシステムエンジニアリング㈱
㈱ 森 精 機 製 作 所
安 田 工 業 ㈱
ヤ マ ザ キ マ ザ ッ ク ㈱

［リース業（16社）］
N T T フ ァ イ ナ ン ス ㈱
共 友 リ ー ス ㈱
近 畿 総 合 リ ー ス ㈱
興 銀 リ ー ス ㈱
首 都 圏 リ ー ス ㈱
昭 和 リ ー ス ㈱
Ｊ Ａ 三 井 リ ー ス ㈱
住信・パナソニックフィナンシャルサービス㈱
東 銀 リ ー ス ㈱
東 芝 フ ァ イ ナ ン ス ㈱
日 本 機 械 リ ー ス 販 売 ㈱
日 本 G E ㈱
日 立 キ ャ ピ タ ル ㈱
三井住友ファイナンス＆リース㈱
三 菱 電 機 ク レ ジ ット ㈱
三 菱 U F J リ ー ス ㈱

正会員（全70社）

平成22年	4月1日現在

賛助会員（全68社）


